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 先日、オンライン朝会で、学習についてのかまえや授業で力を

高める方法、家庭学習の取組方法

について担当より話をしました。 

１・２年生には難しいと思い 3～

6 年生を対象に話をしてもらい

ましたが、後で聞くと低学年もオ

ンラインに参加し、担任から学年

の子どもたちに合った話や、学年

の終わりにはこんなことができ

るようになろうと声をかけてく

れたと知りました。 

 プレゼンの中では、「答えは大

体わかってきたけど、どうやって

書いたり説明したりすればわか

らへん」などなど子どもたちの素

直な声を紹介したり、子どもたち

のノートを実際に提示したりし

ながら、それぞれのよさや工夫し

ているところなど『子どもたちが

あんなふうになりたい』『自分の力を高めていきたい』という気

持ちを主眼に置いて話をしてくれました。 

 どの学年もしっかり耳を傾けて聞いていました。 

オンライン朝会 なりたい気持ちを育む「力のつく学習」 



始まりすぐに機材トラブルがあ

りましたが、音声が出なかった 6

年生はすぐに 5 年生教室へ移動し

一緒に聞くなど、そのあたり子ど

もたちも慣れたものでした。 

 また、別の教室をのぞいてみる

と、先生が子どもたちに自分のノ

ートを取り出させて、紹介される

ノートと比較しながら見てみよう

と声をかけていました。 

 昨年、内容をノートに取りなが

ら話を聞いているクラスがあり、

子どもたちにどうしてノートにま

とめているのと尋ねると、先生が

不在なので、後からどんな話だったか教えてほしいと言われて

いたとのことでした。先生が教室にきた時には、「大事なことを

書いていると２ページになりました。」などの子どもたちの声か

ら前向きに取り組んでいた様子が伺えました。 

先生がいるときだけでなく、いなくても意欲的に学べる子に

なってほしいと、どの先生も願っています。そのためには、こう

した子どもたちに「任せる」経験と、なぜするのか、その活動の

意義を子どもと共有するとともに、前後の丁寧な指導の積み重

ねが『自分の力を伸ばしたいと願う子どもを育てるのだ』と感じ

ています。 

 


